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子どものスタートアップスクールのお手伝い 

 

昨年、今年と愛知県の事業として「スタートアップ スクール」というのを夏休

みに開催しています。そのお手伝いをしました。 

 

☆スタートアップとは 

 このごろ、よく聞く「スタートアップ」ですが、いったい何？って思う方もいら

っしゃるかも。日本語では、「起業」起業塾とか大人向けに開催されていますよね。 

 中学生で起業したというつわものもいます。IT系では天才的な人もいるようなの

で、起業も夢ではないような気がします。 

 

☆小中高生のスタートアップスクール 

小学生（半日）、中学生（1.5日）高校生（期間は 2週間）と、それぞれ異なる期

間でしたが、とても楽しい時間でした。 

もちろん、それぞれプログラムは異なりました。それが、ファシリテーターを務

める方としては、短期間で異なるプログラムをこなすというものでしたが、その

分、楽しいことも多くありました。 

中高生のときは、実際に起業した方がミニ講演をしてくださって、子ども達は目

を輝かせながら聞いていました。スタッフの大人の方が興味深く聞いている場面も

ありました。 

  

☆子どもたちの感想は？ 

 自由な発想をして、それをビジネスにするという（高校生は、実践してみるとい

うハードな内容）ものでした。 

 「去年も参加して、とてもエキサイティングだったので、今年も来ました」 

 「ハードな日程だったけれど、充実して楽しかった」 

 「ビジネスって、こうやってつくっていくんだね」 

などなど、充実感、達成感も味わってくれたようです。 

 

 今すぐ起業！を望むわけではないですが、いつか、起業という選択肢もあるんだ

と思ってくれるとうれしいなぁと思いました。 

＊夏休み、毎週のように楽しい場面に陪席する

ことができました。とても、光栄でした。 

 起業家のお話も興味深すぎて、終わった後

に、いろいろな方にこんな企業があるんですっ

て！とついつい宣伝してしまいました。 

 きっと、参加した子ども達にも刺激になった

のでは？と思います。 

 人生、いろいろな選択肢があるのですね！ 

こんな機会をいただいて、感謝しております。 
https://aichi-startup-school.jp/ 


